







その他のタイトル Between Science and Fiction : The Conception




















たまたま後者に沿って断純的に一方向に動くからなんだ。」（4）2   
＝…＝＝…＝■●■●●●  



















四番日の次元を空間に加えてみなさい、そうすれば無限数の宇宙が相互に並ん   
で存在する余地があります。それは私たちが紙を積み重ねていくときに無限数  






































































































より低い所に位置する種が、それぞれこの梯子を上ることになる。4 このような進  
化論的な存在の連鎖は、ラマルク（J．B．Lamar・Ck）の進化説とチェインバース  
（RobertChambers）の進化論を経由して、ダーウィン（Char・1esDarwin）以後の  
19世紀の進化論にも深く浸透していた。5 これが、「進化が順序正しく、目的に向  
かうもので、通常は漸進的」なものであるとされる、「進化の発展モデル」である  















－31－   
という属性を他のあらゆる創造物と共有している」と述べている。しかしなが  
ら、原子は無へと解消しえないのであり、それが取りうる唯鵬の接合は、それ   
が本来生じてきたかたちのない流体との接合であろう。このようなことが起こ  
りうるのであれば、われわれが知っているような物質は存在しなくなるであろ  





















とと同様である。従ってある有機体の死は、それが単なる帰還でない限り、非   
物質的な状態、つまり不可視性の状態への変化を包含するかも知れないのであ  
る。そうであるならば、そのようなネガティヴな存在は、有機的なもののみな  
らず、物質的なもののあらゆる事物の結末かも知れない。そして、火による破   
壊の場合に見られるように、形態の完全な変化はしばしば急速に起こるのであ  
































－33－   
のように述べている。  
未だにそう信じているのかどうかは知らないが、［三次元の］条件が、一   
の事例において取り除かれたと信じてきた二三の人、それも最も高名な科学者  
たちがいる。そしてある人たちが四次元の中へと移ることが可能であり、この  
論文の冒頭で述べたようなすばらしい事柄をすることが可能であると貰うの   
だ。こうした恵まれた人たちがいわゆる霊媒と呼ばれ、彼らの奇跡的な行為が   
欺瞞一つまり単なる手品のトリックか視覚の錯覚－であるということはか  











だろうか。   












ー34－   
その対象の知喘が三次元の存在者によってなされるような、ある二次元の存在   
者の仮定上の経験から、彼はわれわれの経験について、四次元空間に住む存在   
者は、当然われわれが知覚する対象に作用すると断定する。そうした状況下で  
見られると人は思うかも知れないが、スピリチュアリズムの霊媒、ヘンリー・   
スレイド博士の面前で生み出されたそのような効果［一本の無限の長さをもつ   



























































































に近いものと考えられる。   
しかし、世紀末の四次元をめぐる言説は、さらに褐雑に絡み合っていた。次に挙  
げるのは、コロンビア大学論理学・倫理学教授ジェイムズ・ヒズロップ（James  






























ー38－   
の、スピリチュアルな宗教と対置される不信からの、完全な避難所を、実にた  

























































ている。議論そのものは、本稿の中で見ていくような数学的観点から論じられているjプ S参軋、  
2 本稿における引用文訳は全て引用者による。また、引用文中の強調は全て原文による。  




4 以上bv匂Oy。特に第二論・第八講・第九講を参軋  
5 ボウラー（PeterJ．Bowier）によれば、ラマルク説は「最適老生存よりも人間的な何かを求めて  
いた著述家たちによって」、「ダーウィニズムの最もよく知られた代替案となった」（10）。また、  
チェインバースの『創造の自然史の痕跡』（1844）は、「生物の歴史は、何らかの形で自然の中  
－40－   
に組み込まれた神の計画とされうる、定められた階層を上昇していく」ことを主張し、19世紀  
後半における非ダーウィニズム的進化論の代表者となった（11）。  
6 エーテルの存在が信じられた背景には、「連練性の原理」や「充満の原理」が科学者の間に広く   
浸透していたことがあったG この点に関しては、Oppenheim380－90を参軋  
7 この議論の背景には、1869年にイギリスの化学者トマス・アンドルース（momasAndrews）が  
発見した、臨界温度の存在があると考えられる′－ それまでは酸素や水素などの気体は、液化不  
吋能であると考えられていたが、ニの発見によって全ての気体は液化可能であることが明らか  
にされた∪ このことから墳推して、固体の物質が気体や液体に変化するのだと論じられた可能  
性があるu  
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－41－   
